
事業名

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

補正後予算額
（前年度からの繰越等を含む）

1,112 1,638 2,470 1,957

執行額 1,112 1,006 1,757

執行率 100% 61% 71%

（事業の概要）

（論点）

注）令和６年度の執行率については、令和６年度補正予算で措置した632百万円を令和７年度に繰り越し
て執行しているため、令和６年度当初予算の執行率は100％となっている。
　　令和７年度の執行率については、令和７年度補正予算で措置した627百万円を令和８年度に繰り越し
て執行しているため、令和７年度当初予算の執行率は95％となっている。

 ・本事業の短期アウトカムは「臓器提供意思登録システム登録者数」、中間アウトカムは「連携
体制構築事業拠点施設数」となっているが、事業全体の効果を適切に測定し、長期アウトカムで
ある「臓器移植実施件数」に繋がるものとなっているのか検討する必要があるのではないか。
 ・日本臓器移植ネットワークの一部業務を地域ごとに設置される新法人が担う体制に移行して
いくことを踏まえて、新体制における事業効果を測定することができるよう、新たなアウトカムの
設定を検討する必要があるのではないか。

※参考：現在の成果指標等

論点等説明シート

臓器移植対策事業

予算の状況
（単位：百万円）

事業についての論点等

　日本臓器移植ネットワーク（ＪＯＴ）の業務負担を軽減しつつ、物理的距離の課題を改善するこ
とで、より効率的なあっせんが可能となるよう、ドナー関連業務を実施する法人（ドナー関連業務
実施法人）を各地域に設置し、ＪＯＴがドナー関連業務実施法人の業務を支援する。
　また、脳死下及び心停止後の臓器提供の経験が豊富な施設が、臓器提供の経験が少ない施
設等に対して、研修等を通じた平時からのノウハウの共有やドナー発生時の人員派遣等を実施
することで、全国の臓器提供施設を支援し、臓器提供体制を強化していく。
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